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　目的　フレアースカー｝の形態は、材料の物性、地の目方向等の素材的因子、スカ- h

丈、フレアー分量等のパターン因子及び着用者の体型等が相互に関連し合い決定される。

また、着用時にli 、腰部・脚部の動作による振動等の外力が加わると揺動-し、著しい形態

変化が生じる。そこで、本研究では、スカート丈に着目し、丈の異なる三種のフレアース

カートについて、静止時における形態と実験的に回転振動を加えた場合の形態変化につい

て、経時的解析を試み、それらの関連性を追究した。

　方法　試料として、厚手シーチングを用い、裾回り寸法を一定にし、スカート丈を42CII

55CI11, 68ciiiにした円弧法パターンにより、パターンの中心をバイアス方向にとった８枚は

ぎのフレアースカートを作製した。サイズは、標準的な婦人衣料サイズとした。三次元揺

動装置上の人台に着装させ、裾線形状を得て、角度の異なる∠1種の回転振動を加え、揺動

する状態を鏡を使用し、真上からビデオ撮影を行い、形態変化について画像解析システム

を用いて解析し、、スカート丈別に、比較・検討を行った。

　結果　解析の結果、フレアースカートのノートの山の揺動軌跡を得て、さらに、それぞ

れの山について移動量を算出することができた。68CIII丈のものは、静止時におけるノート

の派生状態が、丈の短いものより不規則であり,揺動挙動も複雑であることがわかった。

また、スカート全体の移動量はどの回転角度においても42cin ＜55c・＜88cniの順に大きくな

り、回転の方向が転換する時点に、丈の長いスカートが著しい形態変化を呈することが~わ

かった。以上のことから、丈の異なるフレアースカートの揺動特性を把握できた。
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可動式ホットフ'レÅ織の試作
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　方偏　･}ﾌ'レス機の県要：加齢アロヽyク面糠ぶx.／∂c'm．加£-t｛20～6∂f/㎡、可動範囲
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$戻io&/分　盾兪抑i/㎡　温度抑-cの系修で｀夕分闇のアレス操作1.行バこ．ち)ﾌ'レス療作

相ﾖぷ⊇ygC]ﾖ倹の試粁叫呼希収締め測え；試料よ･＼こμ闇r二示-f/7ま､t印し、可動力向

１応厘這丿豊2増ftJ. 鴨刎司/゛喩阿lこついてアレス後の漫地の寸識変伯'i測爽し沁

　結果　0アレス磯の惨蜘i.(D速度2∂呵/分　②違及/io'c.＠荷重卯糾．ﾕのそれそヽれv<.

他の系什ぶリ最もﾉぐうヽｿり'^'hヽ:> Vヽつr≒2)プレス繰作＆後の^馬l、可働方向lこついて、

上回參列則ド総合訂レ原凛こ灯す乃S卜分希で噴出レμ･祁果. ゑ・佩拓舶aが～μ'/', 按
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